
（別紙６）

事  後  評  価  調  書 

Ⅰ 事業概要 

事業名 農業農村整備事業（農地環境整備事業） 

地区名 作手黒瀬地区 

事業箇所 新城市 

事業のあ
らまし 

本地区は、新城市の北西部に位置し、水田農業を主体とする中山間農業地帯である。 

近年、中山間地域特有の厳しい営農条件に加え、農業従事者の高齢化、後継者不足により、耕作放棄

地が年々増加していた。 

また、昭和４０年代に整備された用排水施設が老朽化して日々の水管理に苦労するなど営農に支障を

きたしていた。 

こうした状況を改善するため農地の大区画化や用排水施設の整備などを行う農地環境整備事業を平

成１６年度から２０年度まで実施した。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

農地の大区画化や用排水施設の整備を行うことにより、農作業の省力化及び維持管理費の軽減を図

り、営農の効率化を促す。 

また、山林に接し、湧水が多くて湿地のようになっていた耕作放棄地に木道を設置し、自生する湿地

植物などを観察しながら散策できるようにすることで、地域住民の憩いの場、自然環境を学習する場を

提供する。 

【副次目標】 

 なし 

事業費 
事業費 内訳 

316百万円 ■工事費 251百万円、■用補費 2 百万円、■その他 63百万円 

事業期間 採択年度 平成１６年度 着工年度 平成１６年度 完成年度 平成２０年度 

事業内容 用水路 6.9km、排水路 0.2km、区画整理 2.5ha、自然観察施設整備 0.8ha 

Ⅱ 評価 

①
事
業
目
標
の
達
成
状
況

1）主要目

標の達

成状況 

【達成状況】 

農地の区画拡大や用排水路の整備により、労働時間が短縮し、施設の維持管理費が節減され、

営農の効率化が図られた。 

水田区画の面積別構成割合 

区画面積 20a 40a 

実施前 100% － 

現在（計画） － 100% 

労働時間（本地区）(10a当たり)               (地元聞き取り) 

労働時間 実施前(H16) 計 画 現在(H24) 備 考 

水稲 14.3hr 10.9hr 10.8hr  

施設維持管理費(本地区)         (地元聞き取り) 

実施前(H15) 計画 現在(H24) 

697千円/年 316千円/年 187千円/年 

自然観察施設は、集落住民により維持管理が行われており、地域の小学校では自然観察会が開

催されるなど、地元の憩いの場、学習の場として利用されている。 

維持管理状況（本地区） 

回  数 ４回/年 除草作業 



自然観察会(本地区) 

開催回数 １回/年 H19から毎年 

【達成状況に対する評価】 

労働時間の短縮及び施設の維持管理費の節減が図られていること、また、自然観察施設が地元

の憩いの場、学習の場として利用されていることから事業目標は達成できたと考えている。 

2）副次目

標の達

成状況 

【達成状況】 

 なし 

【達成状況に対する評価】 

なし 

Ⅲ 対応方針 

今後の事後評価

の必要性 

主要目標が概ね計画通り達成されているため、今後の事後評価は不要と考える。 

改善措置の必要

性 

主要目標が概ね計画通り達成されているため、改善措置は不要と考えている。 

同種事業に反映

すべき事項 

標準的な事業計画、工法で施工しているため、同種事業に反映すべき事項はないと考える。 


